







　School shelters in disasters offer many possibilities for clinical medicine, 
public health and welfare in Japan. Especially, nursing teachers potentially have 
important functions. The social expectations of these possibilities and functions 
have increased. School infirmaries play roles in the forefront of lifesaving and 
as community health offices, but there are limits to the response capability of 
teachers. Physical separation according to professional role should be required 
for school reconstruction and to avoid confusion. Furthermore, school shelter 
operation needs to be formulated.
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症例 年齢 性別 症状，相談内容　等 対処，参考事項　等 日付 避難所
１ 20〜30才代 女性 喘息と花粉症 持参薬の確認，指導と日数カウント ３月20日 a
２ 中年 精神疾患により避難所内で不穏行動があった 主治医からの内服薬処方で安定化済み ３月20日 a
３ 30才代 男性 腰痛 作業姿勢とストレッチング指導 ３月20日 a
４ 高齢者 女性 健康チエック（聴診、視診、触診、問診） 車座になり、順番に診療 ３月20日 a
５ 高齢者 女性 同上 同上 ３月20日 a
６ 高齢者 女性 同上 同上 ３月20日 a
７ 高齢者 女性 同上 同上 ３月20日 a
８ 高齢者 女性 同上 同上、ユーモアあり ３月20日 a
９ 高齢者 女性 同上 同上、ユーモアあり ３月20日 a
10 ２〜３才 男性 断続的な発熱 聴診，視診，触診，問診，指導 ３月20日 b
11 ２〜３才 断続的な発熱 聴診，視診，触診，問診，指導 ３月20日 b
12 ２〜３才 断続的な発熱 聴診，視診，触診，問診，指導 ３月20日 b
13 中学生 女性 花粉症症状の悪化 予防接種で重症副作用歴あり ３月20日 b
14 高齢者 女性 健康チエック（聴診、視診、触診、問診） ３月20日 b
15 中年 男性 精神状態（夫婦とも精神疾患）のチエック ３月20日 c
16 中年 女性 同上 ３月20日 c
17 高齢者 男性 左片麻痺 ３月20日 c
18 高齢者 女性 右片麻痺 ３月20日 c
19 70〜80才代 女性 膝の痛み ３月20日 c
20 高齢者 男性 右片麻痺、右下腿切断、右上肢関節硬縮 自主リハビリの指導 ３月20日 d
21 高齢者 女性 四肢関節の疼痛と可動域の低下、感冒様症状 自主リハビリの指導，爪の指導 ４月５日 c
22 中年 女性 感冒様症状、鼻閉 関節リウマチの悪化 ４月５日 c
23 70〜80才代 女性 フォロー（症例19） 上記症例の娘 ４月５日 c
24 中年 男性 市販薬使用の判断、　糖尿病あり 前回に比べ疼痛の改善が認められた ４月５日 c






















覚 ③人の存在と手 ④深刻な状況下でこそ必要なユーモアと笑い ⑤年齢構造と復旧作業：




































































マスク, 手洗いアルコール, うがい薬, 便秘薬, 止瀉薬, 外用シップ, 各種軟膏, 点眼薬, 皮膚消
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